資料④西高校英語シラバス・評価基準

高知県立高知西高校　英語運用能力習得ｼﾗﾊﾞｽ（簡易図）　試案
	目標

時期

運用
能力
	１年次
	２年次
	３年次
	３年間の

ゴール

	
	西高英語の基盤作り

・英語に触れる量を増やす

・学習方法の確立（量→質）

・音声指導の重視（ｸﾗｽﾙｰﾑ英語の定着）
	西高英語の消化・吸収

・主体的な学習態度の確立（量・方法の軌道修正）

・英語運用能力のステップ・アップ

・基礎の徹底（語彙・ｸﾗｽﾙｰﾑ英語）
	自己実現力としての英語力
・自己実現への主体性の確立

・目標実現のための英語力

・基礎繰り返しの重視
	

	Reading

	教科書レベルの英文を読んでほぼ理解できる

多(音)読10万語、80WPM、GTEC(R)150点
	教科書レベルの英文を読んでほぼ理解できる

多(音)読15万語、110WPM、GTEC(R)180点
	教科書レベルの英文を読んでほぼ理解できる

多(音)読20万語、140WPM、GTEC(R)200点
	入試ｾﾝﾀｰ試験70％

	Listening


	中学レベルの英語をほぼシャドーイングできる

GTEC(L)160点、英検準2級50％
	教科書レベルの英語をほぼシャドーイングできる

GTEC(L)180点、英検準2級100％
	準2級レベルの英語をほぼシャドーイングできる

GTEC(L)200点、英検2級50％
	

	Writing


	身近な話題に関して自分を中心に書ける
GTEC(W)70点
	身近な話題に関して自分・読み手を意識して書ける
GTEC(W)90点
	社会性のある話題について論理的に書ける
GTEC(W)110点
	西高Wﾃｽﾄ

	Speaking


	自分・家族・学校生活など身近な話題について話せる

簡単な質問・応答が出来る
	身近な話題について話せる

適切に質問・応答できる
	社会性のある話題について話せる
適切に質問・応答できる

会を進行できる
	西高Sﾃｽﾄ

	Logical Thinking


	・好き・嫌いの表現が使える
・抽象から具体への展開を理解し、使える
・因果関係を理解し、使える
	・時系列、例証、原因、理由の表現を理解できる
・主題文と支持文を理解できる
	・論理展開（スピーチ・ディベート）を理解できる
・基本的なパラグラフ構成が理解できる
	西高Wﾃｽﾄ

	Vocabulary


	西高校語彙1200語リストの完全マスター
	語彙リスト（+400語）
	語彙リスト（+400語）
	西高VL2000語


西高Wﾃｽﾄ：西高独自のライティングテスト　　→　１年間くらいGTECで代用
西高Sﾃｽﾄ：西高独自のスピーキングテスト　　　→　SELHi研究で使用しているテスト（基準作成必要）

西高VL2000語：西高独自の2000語語彙リスト　→　東京電機大学相澤一美先生作成のリスト（受容語彙・発表語彙などの区別を明確にする）

高知県立高知西高校　英語運用能力習得ｼﾗﾊﾞｽ（簡易図）英語科

	目標

時期

運用
能力
	１年次
	２年次
	３年次
	３年間の

ゴール

	
	西高英語の基盤作り

・英語に触れる量を増やす

・学習方法の確立（量→質）

・音声指導の重視（ｸﾗｽﾙｰﾑ英語の定着）
	西高英語の消化・吸収

・主体的な学習態度の確立（量・方法の軌道修正）

・英語運用能力のステップ・アップ

・基礎の徹底（語彙・ｸﾗｽﾙｰﾑ英語）
	自己実現力としての英語力
・自己実現への主体性の確立

・目標実現のための英語力

・基礎繰り返しの重視～応用
	

	Reading

	・教科書レベルの英文を読んでほぼ理解できる

・80WPM、GTEC(R)170点
	・教科書レベルの英文を読んでほぼ理解できる

・150WPM、GTEC(R)190点
	・教科書レベルの英文を読んでほぼ理解できる

・200WPM、GTEC(R)220点、TOEIC300点
	ｾﾝﾀｰ試験80％
英検2級合格

	Listening


	・中学レベルの英語をほぼシャドーイングできる

・GTEC(L)160点
	・教科書レベルの英語をほぼシャドーイングできる

・GTEC(L)180点
	・準2級レベルの英語をほぼシャドーイングできる

・GTEC(L)200点、TOEIC250点
	

	Writing


	・身近な話題に関して自分を中心に書ける
・GTEC(W)90点
	・身近な話題に関して自分・読み手を意識して書ける
・GTEC(W)110点
	・社会性のある話題について論理的に書ける
・GTEC(W)130点
	ＧＥ小論文

	Speaking


	・自分・家族・学校生活など身近な話題について話せる

・簡単な質問、応答が出来る
	・身近な話題や興味関心のある話題について話せる

・適切に質問、応答できる
	・社会性のある話題について話せる

・適切に質問・応答できる

・会を進行できる
	ＧＥプレゼン

	Logical Thinking


	・好き・嫌いの表現が使える
・抽象から具体への展開を理解し、使える
・因果関係を理解し、使える
	・時系列、例証、原因、理由の表現を理解できる
・主題文と支持文を理解できる
	・論理展開（スピーチ・ディベート）を理解できる
・基本的なパラグラフ構成が理解できる
	ＧＥ小論文

ディベート大会優勝

	Vocabulary


	西高校語彙1200語リストの完全マスター
	語彙リスト（+400語）
	語彙リスト（+400語）
	


■学校設定科目Power EnglishⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳにおける各スキルの段階的運用能力のゴール（目安）■

	運用能力
	リーディング
	リスニング
	スピーキング
	ライティング

	第１段階
	中学レベルの英文を読んでほぼ理解できる。

・80WPM

・GTEC(R)150点
	・中学レベルの英文を聞いて、８０％以上シャドーイングすることができる。

・同レベルの英文を読んだり、聞いたりして理解した後、その内容に関しての簡単な英問を聞いて理解できる。
	・中学レベルの英文とほぼ同レベルの英文を話せる。

・同レベルの英文を読んだり、聞いたりして理解した後、その内容に関して簡単な英問が口頭でできる。

・興味関心のある身近な話題に関して、２分程度の簡単なスピーチができる。
	・中学レベルの英文とほぼ同レベルの英文を書くことができる。

・３０分程度の時間で１００語以上の英文を、トピックに即して書くことができる。



	第２段階
	英語Ⅰレベルの英文を読んでほぼ理解できる。

・110WPM

・GTEC(R)170点
	・英語Ⅰレベルの英文を聞いて、６０％以上シャドーイングすることができる。

・同レベルの英文を読んだり、聞いたりして理解した後、その内容に関しての簡単な英問を聞いて理解できる。


	・読んで理解した英文に関して、その概要や要点をまとめて話すことができる。

・他者の意見や考えに対して、反対・賛成・その理由を簡素にではあるが表明できる。

・興味関心のある話題に関して、ペアやグループでのディスカッションに参加することができる。
	・読んで理解した英文に関して、その概要や要点をまとめて書くことができる。

・他者の意見や考えに対して、反対・賛成・その理由を書くことができる。

・３０分程度の時間で２００語以上の英文を、トピックに即して書くことができる。

	最終段階
	教科書レベルの英文を読んでほぼ理解できる。

・140WPM

・GTEC(R)200点
	・英語Ⅰレベルの英文を聞いて、８０％以上シャドーイングすることができる。

・同レベルの英文を読んだり、聞いたりして理解した後、その内容に関して正確に英問を聞いて理解できる。
	・読んで理解した英文に関して、その概要や要点をまとめて話すことができる。

・他者の意見や考えに対して、反対・賛成を明確にその理由や根拠を伴って表明できる。

・社会性のある話題に関して、ペアやグループでのディスカッションに参加することができる。
	・社会性のある話題に関して、論理的な英文を書くことができる。

・データや資料を活用して、自分の意見や考えを正当化して書くできる。

・３０分程度の時間で３００語以上の英文を、トピックに即して書くことができる。


ディベート評価基準
＜ディベート指導の段階別ゴール（本校試案V.01）＞
	段階
	評価基準
	関連授業

	ステップ１

（ペアトーク１）
	中学レベルの英語を使い、１分程度、身近な話題に関して、ペアやグループで自分のことを話したり、人の話を聞き簡単な質問をすることができる。
	ＰＥⅠ

	ステップ２

（ペアトーク２）
	中学レベルの英語を使い、２分程度、好き嫌いや簡単な事柄についての賛否を理由を付け加えて相手に話したり、人の話を聞き不明点の確認のために質問することができる。
	ＰＥⅡ

	ステップ３

（ミニディベート１）
	簡単なディベートに必要な慣用表現(英語)を使い、身近な論題に関して賛否を主張し、それぞれの立場で理由を述べることができる。相手の主張と理由に関して不明点・聞き逃した点を聞き返したりすることができる。
	ＰＥⅡ

	ステップ４

（ミニディベート２）
	ディベートに必要な慣用表現(英語)を使い、やや社会的な論題に関して、賛否を主張し、それぞれの立場で理由を述べることができる。相手の主張と理由に関して不明点や聞き逃した点を聞き返したり、反論する際に有利となるような効果的な質問ができる。相手の主張の論拠と証拠に正しく反論できる。
	ＰＥⅢ

	ステップ５

（ディベート１）
	ディベートに必要な慣用表現(英語)を使い、やや社会的な論題に関して、賛否を主張し、それぞれの立場で論点を明確にした上で理由を述べることができる。相手の議論を聞く際に、簡単なキーワード中心の必要最低のメモを取ることができる。不明点や聞き逃した点を聞き返したり、議論の一貫性を確認したり、反論する際に有利となるような効果的な質問ができる。相手の主張の論拠と証拠に正しく反論できる。
	ＰＥⅢ

	ステップ６

（ディベート２）
	ディベートに必要な慣用表現(英語)を使い、社会的な論題に関して、賛否を主張し、それぞれの立場で論点を明確にした上で理由を述べることができる。相手の議論を聞く際に、必要最低限のメモを取ることができる。不明点や聞き逃した点を聞き返したり、議論の一貫性を確認したり、反論する際に有利となるような効果的な質問ができる。相手の主張の論拠と証拠の矛盾点を指摘し、正しく反論できる。
	ＰＥⅢ


ディスカッション評価基準
＜ディスカッション指導の段階別ゴール（本校試案V.01）＞
	段階
	評価基準
	関連授業

	ステップ１

（ペアトーク１）
	中学レベルの英語を使い、１分程度、身近な話題に関して、ペアやグループで自分のことを話したり、人の話を聞き簡単な質問をすることができる。
	ＰＥⅠ

	ステップ２

（ペアトーク２）
	中学レベルの英語を使い、２分程度、簡単な事柄について好き嫌いや賛否を簡単な理由を付け加えて相手に話すことができる。人の話を聞き、聞き取れなかった点や不明点について、確認のための簡単な質問をすることができる。
	ＰＥⅡ

	ステップ３

（3分間ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ）
	簡単なディスカッションの手順に従いながら、必要最低限の慣用表現(英語)を使い、身近な話題に関して、好き嫌いや賛否などの個人的な意見を簡潔に表明し、それぞれの立場で理由を述べることができる。相手の主張と理由に関して、不明点・聞き逃した点を聞き返したりすることができる。
	ＰＥⅢ

	ステップ４

（5分間ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ）
	ディスカッションに必要な慣用表現(英語)を使い、やや社会的な話題に関して、賛否などの個人的な意見を明確に表明し、それぞれの立場で理由を述べることができる。相手の主張と理由に関して、不明点や聞き逃した点を聞き返したりできる。また、相手意見を引用しながら、賛同したり、反論したりすることができる。
	ＰＥⅣ

	ステップ５

（10分間ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ）
	ディスカッションに必要な慣用表現(英語)を使い、やや社会的な話題に関して、自分の考えだけでなく、他者の考えや意見を参考にしながら、賛否や意見を簡潔かつ明瞭に表明し、それぞれの立場で論点を明確にした陳述ができる。相手の議論を聞く際に、キーワード中心の必要最低限のメモを取ることができる。不明点や聞き逃した点を聞き返したり、論点を確認したりするための質問ができる。相手の意見や考えには、相手の言葉を的確に引用し、賛同や反対を表明できる。
	ＰＥⅣ

	ステップ６

（ディスカッション）
	ディスカッションに必要な慣用表現(英語)を使い、社会的な話題に関して、自分の考えだけでなく、他者の考えや意見、客観的なデータや例を用いながら、賛否や意見を簡潔かつ明瞭に表明し、それぞれの立場で論点を明確にした陳述ができる。相手の議論を聞く際に、キーワード中心の必要最低限のメモを取り、議論をまとめることができる。不明点や聞き逃した点を聞き返したり、論点を確認し修正したりするための質問や陳述ができる。他者の意見や考えには、自分の考えや意見との類似点・相違点を明確にしたり、その他の参加者の意見や考えを参考にしたり、他者の言葉を的確に引用したりした上で、賛同や反対を表明できる。
	ＰＥⅣ


ライティングテスト評価基準（ACTFLをベースに）
＜ライティング指導の段階別ゴール（本校試案V.01）＞

	段階
	評価基準
	関連授業

	ステップ１
	・名前、数、日付、国籍、その他の自分の情報、短い語句、簡単なリストが書ける。

・アルファベット全てが書ける。スペルは正しい。
	ＰＥⅠ

	ステップ２
	・短いが簡単な文が書け、内容は個人の嗜好、日常の決まり事や出来事、個人的な経験に基づく他の話題などである。

・現在形と少なくとももう一つ別の時制で一貫性のある表現ができる。

・格変化や活用などの語形変化が明らかに見られる。

・与えられた話題について、文と文の結びつきは緩やかな傾向であり、構成も意識的にはなされていない。
	ＰＥⅡ

	ステップ３
	・良くある話題に関して、いくぶん詳細なメモが取れ、個人的な質問に筆記で応えられる。

・簡単な手紙、短い概要やパラグラフ、伝記的なデータの要約、職場や学校での経験、等が書ける。

・主に内容語や時を表す表現、時制、態に依存している言語においては、いくぶん正確さが見られる。

・時制や態が動詞の活用変化によって表現される場合には、形態がかなり一貫して作り出されるが、いつも正確とは限らない

・パラグラフで記述する能力が芽生え始める。
	ＰＥⅢ

	ステップ４
	・かなりの正確さで詳細に多様な話題について書ける。

・とても社交的でくだけたビジネス通信文が書ける。

・十分に個人の経験を記述できるが、談話の中で見解を支持するには困難が伴う。

・特定の関心や特別な能力分野に関して、具体的な話題の側面について書ける。

・際立った流暢さ、表現力があるが、時間的な抑圧下では作文は正確ではなくなる。

・一般的には、文法か語彙どちらかで強いが、両方ではない。前述の一方、又はスペルで弱く、時々誤解を生む。

・語彙の誤用がまだある。見た目は明らかに外国的である。
	ＰＥⅣ

	ステップ５
	・実務的、社交上、専門職の話題に関してのほとんどのフォーマル・インフォーマルな作文において効果的に自己表現できる。

・たいていの種類の通信文、たとえば社交上・仕事上の手紙やメモのようなものや短い研究報告、特別な興味や分野に関する記述が書ける。

・幅広い文構造、スペル、非ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄなどを十分に使える。

・幅広い語彙のおかげで、仮説を立てたり、議論や観点を正確に効果的に述べたりできる。

・徹底して実行されているわけではないし、ターゲットとなる言語形式を完全に反映しているわけでもないけれども、時系列・論理的な順序・原因と結果・比較・主題展開など基本的な構成が芽生えつつある。

・フォーマル・インフォーマルの違いには敏感だけれども、まだ文を多様な目的や読者に正確に適応させてはいない。
	ＰＥⅣ
ＰＥⅣ


ACTFL Proficiency Guidelines: Writing (1985)　　日本語版作成：高知県立高知西高等学校（2003）
	レベル
	ﾚ　ﾍﾞ　ﾙ　記　述　詳　細

	初級・低位
	・ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄがいくつか書ける。

・基本的な書き方をまねし、作り出せる。

	初級・中位
	・なじみのある語句を模写したり、記憶を頼りにいくらか書ける。

・実用的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ上のﾗｲﾃｨﾝｸﾞ技術はない。

	初級・高位
	・簡単で固定化した表現、記憶にある限られた素材、それらを組み合わせたものが書ける。

・簡単な書式、書類に情報を提供できる。

・名前、数、日付、国籍、その他の自分の情報、短い語句、簡単なリストが書ける。

・ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ全てが書ける。スペルは部分的に正しい。

	中級・低位


	・限られた実務的要求に応えられる。

・短い伝言・はがきを書け、電話メモのような簡単なメモが取れる。

・限られた言語経験の範囲内で、述べたり質問できる。

・作り出されるものは、既習語彙の組み合わせ・なじみのある話題について簡単な文構成。

	中級・中位


	・多くの実用的な要求に応えられる。

・短いが簡単な文が書け、内容は個人の嗜好、日常の決まり事や出来事、個人的な経験に基づく他の話題などである。

・現在形と少なくとももう一つ別の時制で一貫性のある表現ができる。

・格変化や活用などの語形変化が明らかに見られる。

・与えられた話題について、文と文の結びつきは緩やかな傾向で、構成は意識されたものではない。

・非ネイティブの筆記に慣れたネイティブには理解される。

	中級・高位
	・たいていの実用的なニーズ、社会的要求に応えられる。

・よくある話題に関して、いくぶん詳細なメモが取れ、個人的な質問に筆記で応えられる。

・簡単な手紙、短い概要やﾊﾟﾗｸﾞﾗﾌ、伝記的なﾃﾞｰﾀの要約、職場や学校での経験、等が書ける。

・主に内容語や時を表す表現、時制、態に依存している言語においては、いくぶん正確さが見られる。

・時制や態が動詞の活用変化を通じて表現される場合、かなり筋の通った構成が作り出される。しかし、いつも正確とは限らない。パラグラフで記述する能力が芽生え始める。

・基本的な文法上の結束した要素、たとえば代名詞での代用や書き言葉における同義語などの作文は、欠点はあるが、非ネイティブの筆記に慣れたネイティブにはふつう理解される。

	上級
	・お決まりの社交通信文を書け、おなじ深い話題に関する少なくても数パラグラフの長さの単純な談話の中で文をつなぐことが出来る。
・物語や事実系の記述と同様、単純な社交通信文が書け、メモが取れ、要約文やレジメが書ける。

・婉曲表現を使って単純に自己表現するのに十分な語彙がある。

・句読法、スペル、ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ以外のシンボルの構成上でまだいくらか間違いをする。

・語形論、頻出の統語論的構文、例えば語順、等位関係、従属関係などを上手に使えるが、複雑な文を作るときには間違いがよく起こる。

・例えば、代名詞のような文法上の技法を正確に使える。

・作文は母語からの直訳になるかもしれないが、修辞表現が芽生えつつある。

・非ネイティブの作文に慣れていないネイティブにも理解される。

	上級＋
	・かなりの正確さで詳細に多様な話題について書ける。

・とても社交的でくだけたビジネス通信文が書ける。

・十分に個人の経験を記述でき語れるが、談話の中で見解を支持するには困難が伴う。

・特定の関心や特別な能力分野に関して、話題を具体的に記述できる。

・際立った流暢さ、表現力があるが、時間的制約を受けると正確な文章は書けない。

・一般的には、文法か語彙どちらかで強いが、両方ではない。前述の一方、又はスペルで弱く、時々誤解を生む。

・語彙の誤用がまだある。見た目は明らかに外国的である。

	特級
	・実務的、社交上、専門職の話題に関してのほとんどのフォーマル・インフォーマルな作文において効果的に自己表現できる。

・たいていの種類の通信文、たとえば社交上・仕事上の手紙やメモのようなものや短い研究報告、特別な興味や分野に関する記述が書ける。

・幅広い文構造、スペル、非ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄなどを十分に使える。

・幅広い語彙のおかげで、仮説を立てたり、議論や観点を正確に効果的に述べたりできる。

・徹底して実行されているわけではないし、ターゲットとなる言語形式を完全に反映しているわけでもないけれども、時系列・論理的な順序・原因と結果・比較・主題展開など基本的な構成が芽生えつつある。

・フォーマル・インフォーマルの違いには敏感だけれども、まだ文を多様な目的や読者に正確に適応させてはいない。

・間違いは、ネイティブを困らせたり、誤解を生むことはめったにない。


ACTFL Proficiency guidelines: Writing (revised in 1985)
	Level
	Description

	Novice Low
	Able to form some letters in an alphabetic system. In languages whose writing systems use syllabaries or characters, writer is able to both copy and produce the basic strokes. Can produce romanization of isolated characters, where applicable.

	Novice Mid
	Able to copy or transcribe familiar words or phrases and reproduce some from memory. No practical communicative writing skills.

	Novice High
	Able to write simple, fixed expressions and limited memorized material and some recombinations thereof. Can supply information on simple forms and documents. Can write names, numbers, dates, own nationality, and other simple autobiographical information, as well as some short phrases and simple lists. Can write all the symbols in an alphabetic or syllabic system or 50-100 characters or compounds in a character writing system. Spelling and representation of symbols (letters, syllables, characters) may be partially correct.

	Intermediate

Low
	Able to meet limited practical writing needs. Can write short messages, postcards, and take down simple notes, such as telephone messages. Can create statements or questions within the scope of limited language experience. Material produced consists of recombinations of learned vocabulary and structures into simple sentences on very familiar topics.

	Intermediate Mid
	Able to meet a number of practical writing needs. Can write short, simple letters. Content involves personal preferences, daily routine, everyday events, and other topics grounded in personal experience. Can express present time and at least one other time frame or aspect consistently, e.g., nonpast, habitual, imperfective. Evidence of control of the syntax of non-complex sentences and basic inflectional morphology, such as declensions and conjugation. Writing tends to be a loose collection of sentences or sentence fragments on a given topic and provides little evidence of conscious organization. Can be understood by natives used to the writing of non-natives.

	Intermediate High
	Able to meet most practical writing needs and limited social demands. Can take notes in some detail on familiar topics and respond in writing to personal questions. Can write simple letters, brief synopses and paraphrases, summaries of biographical data, work and school experience. In those languages relying primarily on content words and time expressions to express time, tense, or aspect, some precision is displayed; where tense and/or aspect is expressed through verbal inflection, forms are produced rather consistently, but not always accurately. An ability to describe and narrate in paragraphs is emerging. Rarely uses basic cohesive elements such as pronominal substitutions or synonyms in written discourse. Writing, though faulty, is generally comprehensible to natives used to the writing of non-natives.

	Advanced
	Able to write routine social correspondence and join sentences in simple discourse of at least several paragraphs in length on familiar topics. Can write simple social correspondence, take notes, write cohesive summaries and resumes, as well as narratives and descriptions of a factual nature. Has sufficient writing vocabulary to express self simply with some circumlocution. May still make errors in punctuation, spelling, or the formation of nonalphabetic symbols. Good control of the morphology and the most frequently used syntactic structures, e.g., common word order patterns, coordination, subordination, but makes frequent errors in producing complex sentences. Uses a limited number of cohesive devices, such as pronouns, accurately. Writing may resemble literal translations from the native language, but a sense of organization (rhetorical structure) is emerging. Writing is understandable to natives not used to the writing of non-natives.

	Advanced
Plus
	Able to write about a variety of topics with significant precision and in detail. Can write most social and informal business correspondence. Can describe and narrate personal experiences fully but has difficulty supporting points of view in written discourse. Can write about the concrete aspects of topics relating to particular interests and special fields of competence. Often shows remarkable fluency and ease of expression, but under time constraints and pressure writing may be inaccurate. Generally strong in either grammar or vocabulary, but not in both. Weakness and unevenness in one of the foregoing or in spelling or character writing formation may result in occasional miscommunication. Some misuse of vocabulary may still be evident. Style may still be obviously foreign.

	Superior
	Able to express self effectively in most formal and informal writing on practical, social and professional topics. Can write most types of correspondence, such as memos as well as social and business letters, and short research papers and statements of position in areas of special interest or in special fields. Good control of a full range of structures, spelling or nonalphabetic symbol production, and a wide general vocabulary allow the writer to hypothesize and present arguments or points of view accurately and effectively. An underlying organization, such as chronological ordering, logical ordering, cause and effect, comparison, and thematic development is strongly evident, although not thoroughly executed and/or not totally reflecting target language patterns. Although sensitive to differences in formal and informal style, still may not tailor writing precisely to a variety of purposes and/or readers. Errors in writing rarely disturb natives or cause miscommunication.


＜ＰＥ評価基準＞
■シャドーイングテスト■１００～１３０語／分程度の既習英文を聞いて、どれだけ後を付いていけるかを測定する。

	レベル５
	９０　～１００％

	レベル４
	７０　～　８９％

	レベル３
	５０　～　６９％

	レベル２
	３０　～　４９％

	レベル１
	０　～　２９％


＊レベル３以上が標準

■音読筆写テスト■８～１０語からなる１文を1分間で何回音読しながら筆写できるかを測定する。
	レベル５
	８回以上

	レベル４
	６・７回

	レベル３
	４・５回

	レベル２
	２・３回

	レベル１
	１回


＊レベル３以上が標準

■音読テスト（2005年ＰＥⅢで採用）■２０秒程度の黙読後、１００語程度からなる英文パッセージを音読する。

	Grade
	Pronunciation/accent

(word level)
	Linking 

(Words or phrase level)
	Meaningful pause

	Good
	3
	3
	3

	Fair
	2
	2
	2

	Poor
	1
	1
	1


Total Points       LEVEL

9                5  
7-8               4

5-6               3

4                2

3                1
































































